
10 月8 月 9 月

２～３

７～８

２７～２８

１９～２０

２９

６～７３～４

１７～１８

　期待と不安が入り混じり、色 と々あっ
た「東京オリンピック・パラリンピック
2021」が始まった。世界中からトップア
スリートが集まり、知識のない国の存在
に、改めて世界の広さに気づかされる。
文化もそれぞれ違う。テレビ観戦すれ
ば、熱い戦いに自然と『感動』させられ
る。人がリアルで会えることの喜びが、
含まれているのかもしれない。勝敗に一
喜一憂もするが、勝っても負けても、今
回は戦えて良かった、開催できて良かっ
たと、結果として思いたいと願う気持ち
がどこかにあるのではないだろうか。
　参加する国々によっては、メダルを狙
う国や参加することに意義をもつ国な
ど、目的はそれぞれの国によって様々あ
るようで、それでもトップアスリートたち
が真摯に試合に取り組む姿に、金・銀・
銅のメダル獲得だけが大事なことでは
ないことに気づかされた人も多いはず
だ。さらに、10代・20代が新しい扉を開
く『若い力』を目の当たりにし、時代が
変わったことを実感するとともに、『新し
いことへのチャレンジの必要性』や『進
化する必要性』、『新しい視点』、「新し
い考え方」を持たなければ、時代に置
いてかれると感じた人も多くいたので
はないだろうか。
　マーケットも様々に変わり始めた。着
地点が見えないだけに色々と模索さ
れ、流通経路が多岐にわたり、高い専
門性が求められはじめている。
　ECサイト、通販をはじめ時代にあっ
た販売方法がいくつもある状態だが、
もはや何でもあり。技術の安売りや価
格破壊が懸念される商品も見て取れ
る。とにかくモノが溢れ、さまざまな情
報が氾濫し、基準のない市場での戦い
に苦戦を強いられる一方で、それらを
補う“若い力”（付加価値サービス）な
どが存在する。業界としては、きちんと

把握し、情報共有していくことが、
今後の発展に寄与すると考えら
れる。

米国市場で
爆発的に広がった
「Counter Sketch ® 」

　ジュエラーが顧客と対話しな
がらリアルタイムで自由にデザイ
ンをおこせる機能を含む、完全な
3D機能を備え簡単に扱えるクリ
エイティブなソフトウェアプログラ
ムとして、2019年より爆発的に米
国市場で宝石店に広がり続けて
いるのが米国・STULLER社の
「Counter Sketch®」だ。
　爆発的に導入が進んだ大きな
理由のひとつは、何万通りものデ
ザインが瞬時に完成してしまうの
はもちろんのこと、素材やサイズ、
石の大きさ、色など、全て自分好
みにデザインができあがれば、ボ
タン一つで発注され、1週間後に
商品が届くシステムが、簡単に導
入できてしまうことだ。パソコンが
苦手、CADができない販売員で
あっても簡単に使用できるそうだ。
　宝石店で自分好みにデザイン
した 商 品 の 注 文 は 、全 て
STULLER社に届き、STULLER
社が製造し、小売店に送り、小売
店が顧客に渡すというシンプル
な構図となっている。
宝石店が職人を探す必要もなく、素材
を仕入れる必要もない上に、在庫リス
クの心配がないので、ある程度の資金
がなくてもSNSや動画で話題性を打ち
出せれば簡単に始められるメリットも
あるようだ。
　3Dデジタルの描写がよりリアルに画

面上で表現
できるため、
紙にデザイン
を描くよりも
手直しや実際
のデザインと
違うなどのク

レーム対応が少なく
なるメリットも出てい
る。画面上で簡単に
注文できるオーダー
メイドジュエリーとし
て、今後の市場の主
流になり得るシステ
ムといえる。
　導入した小売店の
多くは、最低限のサ
ンプル商品を見せな
がら顧客と対話して
いくのが主流のよう
だ。誰もが自分の好
みを伝えられるかと
いえば、そうではない
ので、宝石店なりの
工夫が必要となるこ
とは間違いない。
　ただし、従来方式
のメーカーなどとの
商品仕入れの商談
はゼロ、デザイナーと
のやり取りもゼロに
することも可能にな
るので、その分スピー
ディーな商談が可能
になるため時間のロ
スを抑えることがで
きる。
　デザインは、商品
化が可能な範囲内
で自由な発想で作り
込むことができるの

で、ほぼ希望通りのデザインを実現す
ることが可能だ。これまで“ジュエリー
らしさ”が追求されたデザインが多い中
で、自分好みやオリジナル性が追求さ
れることにより、よりファッションとして
やお守り、絆として愛着のもてるアイテ
ムになることに期待が持てることだろ
う。
　また、その日の相場によって変動する
地金の金額をリアルタイムに商品に反
映させた値段が画面上に弾き出され、
顧客と一緒に確認できるので、予算
オーバーなどを心配することもなく、顧
客に不安を与える要素を消し去ること

ができるので安心感を産んでいる。
　それらに加えて、導入が広い範囲に
広がった分だけ、全米における共通の
適正価格が市場に広まるため、不透明
な価格における不安感をぬぐい去るこ
とができるので、ジュエリーの市場への
浸透をより促進する役目を担っている
ことにも注目したい点である。

米国市場とは異なる
日本市場での
「Counter Sketch®」

　日本市場で「Counter Sketch®」を
展開しているのは、工具専門ショップ
の「シーフォース」。
　日本市場における導入方法は、米国
とは若干異なる方法で展開されている
ので、担当の機械部3Dソリューション
課、西山剛主任に話を聞いた。
 西山氏は「まず、国内のジュエリー業
界においては、他国と比べてIT化の導
入が著しく遅れていると言わざるを得
ません。この原因のひとつには、CADソ
フトを含むITツールへの理解が進んで
いない、勉強不足という状況があるの
ではないでしょうか。IT化と、既存の技
術や経験を用いた製造方法は、相対す
るものではなく、どちらも“ものづくりの
為の選択肢のひとつ”であることが周
知されていけばいいのですが、そのた
めにはまだ少し時間がかかりそうです
ね。それに加え、昨年から続くコロナ禍
が収束したとしても、リモートワークを
はじめとする働き方の変革は急速に進
んでいくことが予想されているので、実
際にこれを機にCADソフトを導入した
事業所はかなり増えました。さらに、国
や地方公共団体による補助事業として
の後押しもあり、導入へのハードルは
相当下がりましたので、近い将来、
CADソフトは必須のツールになるので
はないでしょうか。日本国内で運用され
るCounter Sketch®はSTULLER社
による製造販売等の対象外ですので、
各事業所内での接客、製造、販売のた
めのツールとして活用されていますの
で、リモートワークや新しい働き方改革

におすすめです」と説明している　

Web上で簡単にデザインし
マイスターにオーダー
オーダーメイドの「アクレード」

　日本市場においても、これとほぼ同じ
仕組みのジュエリーブランドが今年の
3月、銀座に誕生した。ドイツのジュエ
リーメーカーegf社がグローバル展開
する、WEB上で婚約・結婚指輪がデザ
インできるジュエリーブランド「アク
レード」（輸入総代理店は㈱ホッタ）が
その一つ。独自のリングデザインシステ
ムを使い、オーダーメイドの購入体験を
商品と並ぶ価値として提供している。
「アクレード」の特徴は、リングアドバイ
ザーが顧客に寄り添い、指輪に込めた
い想いを大切に表現すること。そしてそ
の想いは、ドイツにいる熟練のマイス
ターの技術と最先端テクノロジーに
よって具現化される。デザインプロセス
や価格、製造過程も明らかにした透明
性に、世界的な技術力の高さをもア
ピールポイントにしている点が新しい。

　まだまだ結婚指輪を自分でデザイン
することは浸透していないが、「体験
型」の消費行動から自分のこだわりを
求めるユーザーが多いことは明らかで
あり、「アクレード」に投稿される口コミ
には、「納得行くまでデザインし、世界に
ひとつのオリジ
ナルリングを作
ることが出来
た」、「出来上
がった指輪を
見 て 感 動 し
た」、「とても親

身になって相談に乗ってもらえた」など
のコメントが開店以来寄せられている。
これは、「アクレード」が提供する購入
体験が、新たな付加価値として需要を
捉えていることの証左であるといえる。

非接触型の新しい仕入れスタイル
村田宝飾のBtoB専用サイト
「The Jewelry Concierge」

　Withコロナとして、都市間の移動が
制限される中で、仕入れ会や見本市な
どが苦戦する中で、卸業においても変
化が見られている。
　全国各地で開かれる大小様々な見
本市に必ず出展し、その時の旬の商品
を提供するとして全国の宝飾店から
“一番のパートナー”として信頼されて
いる宝飾製造卸の村田宝飾㈱は、コロ
ナが発生してから今年の8月まで予定
していた見本市の出展を、顧客と社員
の安全・安心を最優先するために全て
キャンセルし、昨年早々に宝飾小売店
が安全に仕入れを行えるBtoB専用サ
イトを立ち上げ、非接触型の新しい仕
入れスタイルとして、多くの宝飾小売店
の利用と高い評価を獲得。この8月には
サイトをリニューアルした「The Jewel-
ry Concierge（旧：MNS）」にバー
ジョンアップした。
　サイト内では、村田宝飾の基幹シス
テムのデータと直結されており、在庫数
がリアルタイムで確認でき、掛率を各
小売店の任意で設定できるため、エン
ドユーザーと一緒に画面を見ながらの
商品提案や販売を行うことが可能に
なっている点が、使い勝手が良いと評
価されているところだ。もちろん、これま
で通り、店頭で活用できるPOP等のダ
ウンロードやカード決算などにも対応
している。
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　コロナ禍による苦しい状況が続くと思われますが、今できることをコツコツと増やして売上を作っていかねばなりません。
こんな時こそ笑顔でいたいですね。楽しかったこと、良かったこと、疑問に思うこと、困ったこと、助けたいことなどを業界の
仲間たちと共有しませんか。人への親切がまわり巡ってくるように、ポジティブになることが求められています。
　無記名によるご投稿・ご連絡をお待ちしております。FAX：03-3833-1717／メール：hayato@carol.ocn.ne.jp　　
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